
一般社団法人 柏原青年会議所

入会のご案内 INVITATION

JC
三信条

柏原 JC  現役
1970 年 創立

日本 JC  現役
1949 年 創立

国際 JC  現役
1944 年 創立

著名人＆実業家

冨宅 正浩（柏原市長 JCI 柏原）

高須 克弥（高須クリニック院長 JCI 名古屋）

服部 禮次郎（セイコーグループ名誉会長 JCI 東京）

更家 悠介（サラヤ株式会社　代表取締役社長 JCI 大阪）

鳥居 信一郎（元サントリー会長 JCI 大阪）

野並 晃（崎陽軒　代表取締役 JCI 横浜）

政　治　家

小泉 純一郎（JCI 横須賀）

麻生 太郎（JCI 飯塚　日本 JC 歴代会頭）

塩川 正十郎（JCI 東大阪初代理事長）

ビル・ゲイツ（マイクロソフト創設者）

ジョン・F・ケネディ（米国　第３５代大統領）

トーマス・S・モナハン（ドミノピザ創業者）

20才から 40 才までの「品格ある青年」であれば、人種、国籍、性別、職業、宗教

を問わず、入会する事ができます。近年では、個人事業主やサラリーマン、女性会

員の入会も増え、活躍されています。

■入会金　20,000 円　/　年会費　150,000 円

こんな方もＪＣメンバーでした

一般社団法人 柏原青年会議所
事務局：〒582-0007　大阪府柏原市上市１丁目２番２号 アゼリア柏原５階

電話：072-971-0795　　FAX：072-971-7952　　Mail：info@kashiwarajc.or.jp

柏原青年会議所ホームページ
www.kashiwarajc.or.jp

一年間
年会費
半　額

一般社団法人柏原青年会議所は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



メンバー
スキルアップ
トレーニング
◆会員研修プログラム

◆例会（講師講演）

◆委員会の開催

（会議体のあり方）

子どもたち
の育成

スポーツ振興
◆青少年キャンプ

◆わんぱく相撲（柏原場所）

◆防犯紙芝居

◆柏原ＪＣ理事長杯

（サッカー）

ボランティア

◆被災地支援

◆献血運動への協力

募金活動

◆被災地義援金

■Ｑ&Ａ　よくある質問

Ｑ．JCってどんな団体？
Ａ．まちの課題を考え、解決していくことで明るい豊かな社会を目指す団体です。まちの発展に貢献する中で思

　　いもよらない自己成長ができることが特徴です。特定の政治、宗教、思想を持たない中立の団体です。

Ｑ．入会してなんの役に立つの？
Ａ．他業種のメンバーとの交流を通じて視野を広げることができたり、人脈が拡がってビジネスチャンスが増え

　　たり、新たな自己の発見ができたり、メリットは本当に人それぞれです。また、積極的に JC 活動に参加す

　　ることで、多くのスキルを身に付けることができます。

Ｑ．経営者でなくても入会できますか？
Ａ．経営者だけが集まる団体ではありません。経営者や個人事業主のメンバーは多くいますが柏原のまちのため

　　に何か活動してみたい、熱い想いの人たちと一緒に成長したい気持ちがあればOK です！

Ｑ．実際にどんな活動をしてるの？
Ａ．防犯紙芝居（小学１年生対象）・わんぱく相撲 ・お仕事体験フェア ・かしわらフェスタ ・かしわらクリー　

　　ン作戦など、まちづくりやひとづくりに貢献する事業を展開しています。

Ｑ．どんな人が活動してるの？
Ａ．役職や性別を問わず自分達の住むまちをもっと良くしたい、自己成長したいと思っている人が入会して活動

　　しています。歴代市長や市議会議員の方をはじめ、飲食業、不動産業、美容業、デザイナー、医療関係、税

　　理士、製造業など様々な 業種の方がいます。 柏原 JC も OBも入れると 190 人程います。

『明るい豊かな社会』の実現を目指し、活動の基本を『修練』『奉仕』『友情』という
三信条とし､まちの課題を調査しながら地域との協働により解決していくことで社会
の発展に貢献することを目的としています。

青年会議所とは

■メンバーの声

■主な活動

地域特性
を活かした
まちづくり
◆市民の集い

◆柏原市民祭への協力・参加

◆郷土愛醸成プログラム

地域との対話

◆市民公開講演会など

世界の
仲間との交流

◆フィリピンのマカティＪＣとの交流

◆アジア太平洋協議会への参加

◆ＪＣＩ世界会議への参加

メンバー間の
交流

◆家族会

◆ゴルフコンペ

悩みを相談できる

仲間ができたことで

プライベートが充実した

効率よく時間を

使えるようになった

組織運営を擬似体験

できることでマネジメント

能力が向上した

地域の方々や行政など

個人ではできない

繋がりができた

まちの未来を考える

活動を通じてもっと

柏原が好きになった

資料作成の機会が

増えたことにより

社業に役立った

子どもにかかわる

事業をしたことで

子育てに積極的になった

プレゼンや討論を

通じて自己成長が

できた


